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紡績機₇₅,₇44錘（中国地方の2₅.₃％）と据付織機1,4₅₃台（同₃2.₇％）のいずれも 1 社 1 工場を除いた
残りは全て岡山県内にあり，紡績工場は ₃社 ₆工場で据付紡績機22₃,₅₇₆錘（同₇4.₇％）と兼営織布工















































































で第 4 位，機械製造業が1₅₃（4.₉％）で第 ₅ 位，化学工業が144（4.₆％）で第 ₆ 位，金属製品製造業



















































































































































の山口県工業の設備投資額は常に全国の ₅ ％以上と第 ₇ 位より上とを占めていて，特に₃1年は₉.₅％
と第 2 位をさらに₃₃年は12.4％と第 2 位を占めていることに注目したい。設備投資額の中心であった
業種としては化学工業，石油石炭製品，鉄鋼業，繊維工業で，特に化学工業は昭和₃₃年に鉄鋼業が一
挙に過半を占めて第 1位となったために第 2位と 2割以下に後退したがそれ以外の年はすべて ₃割以
上と第 1位を占めていた。また石油石炭製品は₃2年の第 2位とそれ以外の年はすべて第 ₃位を占めて













































上位の 2 業種も占めたのに対し，繊維関係 2 業種計は2₅.2％と10年前の半分にまで縮小していた。し
かし三菱石油や日本鉱業など素材型重化学工業を主とした1₉₆0年代半頃以後の急速な拡大成長を示す
大企業の立地は既に決定していたとはいえ，水島臨海工業地帯が岡山県工業の製造品出荷額等で1₉₆0
年に占めていた比率は同年の「工業統計調査結果表」によるとまだ10.₅％にすぎなかったので，軽工
業中心という岡山県工業の特徴は維持されていたのである。
₅．むすびにかえて
　岡山県工業では1₉₅0年代後半になると中心であった紡織業など繊維工業の比率が減少しはじめ重化
学工業の比率が増加しはじめていた。とはいえ，水島臨海工業地帯の本格的な成長発展はまだこれか
らのことであり依然として軽工業主導型の特徴が1₉₆0年頃でも続いていた。それに対して戦後まもな
くでも素材型重化学工業中心の重化学工業主導型の特徴を有し，生産額がより大きかった山口県工業
は，瀬戸内海沿岸部での設備投資が岩国から下松・徳山・宇部などを経て下関へと旺盛に進められ，
化学工業を中心に石油製品石炭製品製造業や鉄鋼業や輸送用機械器具製造業などの重化学工業の復興
成長が続いており，1₉₆0年頃まで一貫して製造品出荷額等ではより大きく全国順位ではより上位の状
態を続けていた。その山口県工業では食料品製造業や輸送用機械器具など地場的中小企業も多数あり，
かなりの比率を占めていたとみられる業種もなかったわけではないが，典型的ともいえる化学工業を
はじめ石油製品石炭製品や鉄鋼業などを中心に企業数・事業所数でも製造品出荷額等でも大企業・大
規模事業所主導の特徴が引き続き目立っていたのである。このような両県工業の特徴と位置が高度経
済成長期やその後の二度の石油危機の時期にどのような展開を示すかは次稿以降の課題であろう。
